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Ｑ
　
花
巻
地
域
で
も
看
護
師

が
少
な
い
状
況
で
あ
り
、将

来
に
わ
た
り
十
分
な
看
護
師

確
保
が
必
要
で
あ
る
。花
巻

高
等
看
護
専
門
学
校
の
卒
業

生
に
花
巻
地
域
で
働
い
て
も

ら
え
る
よ
う
、市
と
し
て
も

地
域
医
療
の
充
実
の
た
め
花

巻
高
看
と
の
情
報
交
換
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
る
べ
き
だ
と
思

う
が
見
解
を
伺
う
。

Ａ
（健
康
こ
ど
も
部
長
）　
花

巻
高
看
卒
業
生
の
９
割
以
上

が
就
職
で
、
う
ち
４
割
近
く

が
県
内
医
療
機
関
に
就
職
。

市
内
の
病
院
に
も
就
職
し
て

い
る
が
、今
後
、卒
業
生
が
よ

り
一
層
市
内
の
医
療
機
関
で

活
躍
で
き
る
よ
う
学
校
と
情

報
交
換
を
行
い
、課
題
な
ど

を
と
も
に
考
え
て
い
き
た
い
。

文
化
会
館
周
辺
道
路
は

Ｑ
　
若
葉
町
に
あ
る
焼
き
肉

店
交
差
点
か
ら
ぎ
ん
ど
ろ
公

園
ま
で
の
市
道
（若
葉
町
南

３
号
線
）
は
、道
路
幅
が
狭
く

一
般
車
両
や
歩
行
者
も
危
険

で
あ
る
。拡
幅
の
必
要
性
を

伺
う
。

Ａ
（建
設
部
長
）　
本
路
線
は

都
市
計
画
道
路
と
位
置
づ
け

て
い
た
が
、高
低
差
の
あ
る

地
形
や
補
償
な
ど
の
課
題
か

ら
都
市
計
画
道
路
を
廃
止
し
、

市
道
若
葉
町
南
３
号
線
の
拡

幅
お
よ
び
文
化
会
館
・
ぎ
ん

ど
ろ
公
園
間
を
整
備
す
る
２

つ
の
案
を
提
案
し
て
い
る
。

看
護
師
確
保
に
向
け
情
報
交
換

藤　井　　英　子 議員

（平和環境社民クラブ）

地
域
医
療
の
充
実
に
向
け
て

Ｑ
　
東
日
本
大
震
災
を
踏
ま

え
、躍
動

へ
歩
み
出
す
再
ス

タ
ー
ト
年
度
と
位
置
づ
け
、

交
流
を
増
や
し
て
地
域
に
活

気
を
生
み
出
す
各
種
事
業
を

企
画
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け

た
事
業
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
（市
長
）　
大
き
な
視
点
で

交
流
人
口
の
増
加
を
図
っ
て

地
域
経
済
の
活
性
化
に
結
び

つ
け
る
。
も
う
１
つ
は
直
接

的
に
経
済
対
策
も
行
う
考
え

か
ら
、誘
客
・交
流
事
業
と
し

て
市
民
や
賢
治
関
連
団
体
と

の
協
働
に
よ
り
、人
づ
く
り

や
交
流
人
口
の
拡
大
な
ど
総

合
的
な
地
域
活
性
化
を
図
ろ

う
と
す
る
「
賢
治
の
ま
ち
づ

く
り
推
進
事
業
」
を
新
た
に

展
開
す
る
。

小
舟
渡
矢
沢
線
の
整
備

Ｑ
　
都
市
計
画
道
路
、小
舟

渡
矢
沢
線
は
、交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
総
合
サ
ー
ビ
ス
拠

点
連
携
ル
ー
ト
の
役
割
を
担

う
路
線
と
し
て
、道
路
網
見

直
し
で
継
続
路
線
と
な
っ
た

が
、今
後
の
整
備
方
針
・検
討

課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
（建
設
部
長
）　
本
路
線
は
、

都
市
計
画
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
に
お
い
て
、交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
役
割
を
担
う
路
線

と
し
て
位
置
づ
け
て
お
り
、

都
市
計
画
道
路
見
直
し
案
で

は
、継
続
と
し
て
整
備
計
画

を
進
め
て
い
く
。

賢
治
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
展
開

髙　橋　　　　　　浩　議員

（花巻クラブ）

　
年
度
地
域
経
済
の
活
性
化
事
業

24

看護の道への決意を新たにする戴帽式（花巻高等看護専門学校）

賢治まちづくり委員会でのワークショップの様子
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Ｑ
　
平
成
　
年
度
の
実
績
と

23

　
年
度
の
計
画
に
つ
い
て
、

24ま
た
、震
災
対
策
室
の
今
後

に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
（政
策
推
進
部
長
）　
平
成

　
年
度
は
市
内
の
全
壊
半
壊

23被
害
に
災
害
義
援
金
や
生
活

再
建
支
援
金
等
を
支
給
し
た
。

沿
岸
被
災
者
は
宿
泊
施
設
へ

受
け
入
れ
、宿
泊
施
設
と
被

災
地
間
無
料
バ
ス
を
運
行
。

市
内
居
住
被
災
者
に
災
害
情

報
送
付
や
物
資
を
配
布
し
た
。

沿
岸
被
災
企
業
に
起
業
化
支

援
セ
ン
タ
ー
等
を
無
償
貸
与
。

被
災
地
支
援
に
延
べ
４
８
３

人
の
職
員
を
派
遣
し
た
。　24

年
度
は
沿
岸
被
災
者
に
就
労

や
公
営
住
宅
入
居
情
報
提
供
、

保
健
師
の
家
庭
訪
問
の
ほ
か
、

大
槌
町
に
職
員
５
人
を
派
遣
。

震
災
対
策
室
を
防
災
危
機
管

理
と
被
災
者
支
援
、放
射
線

影
響
対
応
を
合
わ
せ
た
統
括

部
署
と
す
る
。

義
援
金
問
題

Ｑ
　
災
害
義
援
金
と
災
害
寄

付
金
に
受
付
窓
口
を
分
け
た

理
由
と
時
期
に
つ
い
て
、
ま

た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
訳
別
金

額
と
使
途
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
（生
活
福
祉
部
長
）　
義
援

金
等
受
付
窓
口
は
、
義
援
金

の
分
配
を
迅
速
に
す
る
た
め

受
け
入
れ
口
座
を
２
月
　
日
10

か
ら
区
分
し
た
。
２
月
９
日

現
在
、義
援
金
は
１
６
４
９

万
６
千
円
、災
害
寄
付
金
は

３
９
６
３
万
９
千
円
で
あ
る
。

就
労
や
公
営
住
宅
入
居
情
報
提
供

増　子　　義　久 議員

Ｑ
　
乳
幼
児
医
療
費
助
成
拡

大
は
、高
校
卒
業
ま
で
無
料

化
の
一
戸
町
を
は
じ
め
県
内

自
治
体
に
広
が
っ
て
い
る
。

対
象
年
齢
を
小
学
校
卒
業
ま

で
拡
大
す
る
場
合
の
市
単
独

予
算
を
伺
う
。併
せ
て
、
ま
ず

は
小
学
校
卒
業
ま
で
拡
大
を

求
め
る
が
ど
う
か
。

Ａ
（健
康
こ
ど
も
部
長
）　
小

学
校
卒
業
ま
で
拡
充
し
た
場

合
、年
間
６
４
６
０
万
円
ほ

ど
市
単
独
予
算
が
必
要
と
試

算
し
て
い
る
。対
象
年
齢
拡

大
を
図
る
市
町
村
が
増
加
し

て
い
る
こ
と
か
ら
本
市
で
も

調
査
検
討
し
て
い
る
が
、現

在
も
市
独
自
の
上
乗
せ
補
助

を
実
施
し
て
お
り
、多
額
の

財
源
確
保
を
要
す
る
た
め
市

単
独
で
の
実
施
は
難
し
い
状

況
で
あ
る
。対
象
者
拡
大
に

い
て
は
、今
後
も
継
続
し
て

県
に
要
望
し
て
い
く
。

住
宅
改
修
支
援
の
評
価

Ｑ
　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

制
度
の
事
業
実
績
と
評
価
を

伺
う
。継
続
の
要
望
が
多
く

あ
る
が
所
見
を
伺
う
。

Ａ
（建
設
部
長
）　
リ
フ
ォ
ー

ム
総
事
業
費
と
地
域
商
品
券

合
わ
せ
て
　
億
円
と
な
っ
て

19

お
り
、経
済
波
及
効
果
は
　37

億
円
と
試
算
し
て
い
る
。市

内
経
済
へ
の
効
果
は
大
き
い

と
認
識
し
て
い
る
。事
業
の

継
続
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に

経
済
効
果
を
検
証
し
て
か
ら

判
断
す
る
。

今
後
も
県
に
継
続
し
要
望
し
て
い
く

照　井　　明　子 議員

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
拡
大
を

元気に遊ぶ子どもたち

被災事業者への入居許可書交付式（起業化支援センター）

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
支
援


